
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
鉄
道
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
の
は
、
本
日
御
列
席

の
鉄
道
事
業
者
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
が
、
安
全
で
安
定
し
た
輸
送

を
確
保
す
る
た
め
献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
負
う
も
の
で

あ
り
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
式
典
に
当
た
り
、
鉄
道
の
発
展
の
歩
み
を
顧
み
、
そ
の
運
営
に
貢

献
し
て
こ
ら
れ
た
全
て
の
皆
様
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
鉄
道
が
今
後
と
も
一
層
の
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

鉄
道
は
、
長
き
に
わ
た
り
時
代
の
要
請
に
応
え
、
地
域
間
の
人
流
や
物
流

を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
、
我
が
国
の
近
代
化
と
経
済
社
会
の
発
展
を
支
え
る

と
と
も
に
、
国
民
の
日
々
の
生
活
に
深
く
根
を
下
ろ
し
、
世
代
を
超
え
て
、

多
く
の
人
々
か
ら
頼
り
に
さ
れ
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
運
行
の
効
率
化
と
利
便
性
の

向
上
、
都
市
部
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
地
域
の
鉄
道
の
維
持
・
活

性
化
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
輸
送
機
関
と
し
て
の
モ
ー
ダ
ル
・
シ
フ
ト
の
推

進
な
ど
、
鉄
道
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
よ
り
大
き
く
多
様
な
も
の
に
な
っ
て

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
鉄
道
開
業
一
五
○
周
年
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
述
べ
ま
す
。

／
明
治
維
新
後
間
も
な
い
明
治
五
年
、
汽
笛
一
声
、
わ
が
国
最
初
の
鉄
道
が

新
橋
・
横
浜
間
に
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
官
民
を
挙
げ
た
鉄
道
敷
設
の

熱
気
に
支
え
ら
れ
、
日
本
全
国
に
鉄
道
網
が
急
速
に
広
が
り
ま
し
た
。
鉄
道

関
連
の
技
術
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
今
日
で
は
、
車
両
、
施
設
等
の
性
能

は
も
と
よ
り
、
運
行
の
安
全
性
、
正
確
性
の
点
で
も
世
界
に
冠
た
る
水
準
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
問
、
昭
和
三
九
年
の
東
海
道
新
幹
線
の
開
業
は
、
高
速
・

大
量
輸
送
手
段
と
し
て
の
鉄
道
の
可
能
性
を
世
界
に
再
認
識
さ
せ
た
点
で
も

画
期
的
な
も
の
で
し
た

い
ま
す

令
和
四
年
一
○
月
六
日

0

一

○

祝最
高
裁
判
所
長
官
戸
倉
三

辞

郎


